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陳情第41号成人式における祝い酒の廃止を求める陳情に対する討論

　陳情 第41号 成人式における祝い酒の廃止を求める陳情、委員会決定の不
採択に対し、反対の立場から、討論いたします。

　この陳情については、２０１１年度に区民環境委員会にて取り扱った際、
私も区民環境委員会の委員として議論に加わってきました。

　現在、板橋区の成人式は、区内18か所で、板橋区、町会連合会各支部、青
少年健全育成地区委員会の３者共催によって実施をされています。

　成人式の趣旨や運営については、区民環境委員会にて、下記のように説明
されています。
「新成人を祝福し、社会人としての意識の向上を図り、また、地域社会にお
ける参加の意識をはぐくむことを目的に成人の日の集いを実施し、また、地
域の人々の協力とその特色を生かした成人の集いを実施することによって各
地域の交流を図り、心の通い合いコミュニティづくりの一環とする」
「地域で育ち、地域が見守ってきた子どもたちの成人という一つの区切り
を、各地域で考えた方法、内容でお祝いをしようというもので、アットホー
ムな雰囲気で行っており、内容や運営方法につきましても、各地区の特性を
生かして、各地区の実行委員会等で決めることとしている」
板橋以外の他の区については、地域ごとではなく、すべて１会場で開催して
いるということで、何千人という成人者を集めて行う形であり、板橋区のよ
うに、18地区で地域の方がかかわって行っている成人式というのは板橋だけ
であり、共催団体が固定化され、新しい団体が一緒に共同しにくいという難
点はあるものの、大きく評価できるものだと考えています。

　数字的な部分を見て行きますと、参加率については55%程度で、23区中、
板橋区は10番目ということで、平均的な参加率となっています。また、板橋
区、町会連合会各支部、青少年健全育成地区委員会の３者共催ということで
すが、予算の約９割以上が区の分担金です。22年度、23年度では、18地区



中、お酒の提供をしていないのが４地区。その他の14地域はお酒の提供をし
ています。23区では、お酒の提供をしているのは板橋区のみという現状で
す。

　このような中、私が本陳情に対し委員会決定不採択に対して反対の理由を
以下３点で述べさせて頂きます。

　一点目としては、「地域の主体性」を縦にせず、区としての見解を示すべ
きだということです。三者で開催していることを理由に、区としてお酒を提
供することについての見解が聞こえてきません。成人式に参加する方の１/４
が未成年者だという現状において、確実に未成年者が飲む可能性があるお酒
を提供する行為について、板橋区として問題ないと言い切れるのでしょう
か。
「日常的に未成年も参加するイベントでもお酒が出ている事はああり、お酒
が出ていても、未成年者は自ら飲まない選択をすべき」との意見もあります
が、各種イベントでお酒を扱うのと根本的に違うのは、成人式は、19歳、
20歳の若者たちが主役であることです。主役の1/4が未成年であるのに対
し、お酒の提供をすべきかどうかです。

　２点目は、注意喚起を徹底する矛盾についてです。自ら未成年者がいる会
場にお酒を提供するにも関わらず、未成年者の１/４には飲むなと徹底して呼
びかける。大きな矛盾があるとお思いになりませんでしょうか。区長も区職
員も、区議会議員の皆さんも、注意喚起をしたって、未成年者の何人かはお
酒を飲んでしまうだろうというのは予測の範囲内ではないのでしょうか。

　区の説明として、下記のようにも委員会にて話されています。「やはり主
催側といたしましては、そういった未成人の方には飲酒をしないでください
ということを何度も放送したり、あるいは、回っていく中で声かけをした
り、あるいはポスター等で周知をしたり、あるいは、地域でやっております
ので、地域の子どもたちをよく知っていますので、大体学年でわかりますの
で、地域の方が知っている子どもに、彼は未成年じゃないよねというような
聞き方をすれば、大体ほぼわかるような話は聞いているところでございま
す。」
本当に大体、成人か未成人か分かるのでしょうか。地域の人がよく知ってい
る新成人が、他の新成人の誕生日を的確に覚えているということでしょう



か。数人分かったとしても大体分かっているのだということが成り立つので
しょうか。私は論理的に無理があると思います。
「 地域で見守って育ってきた地域の成人を、 例えば、青少年健全育成活動
を通じて地域の子どもたちを見てきましたので、こうした成人という一つの
区切りを地域の方がやはり祝したいと。その中には、一つは、一緒に二十歳
のあかしである乾杯をしたいとか、そういった気持ちもやはり区としてもわ
かるというところでございます。未成年者に関しましては、これはもう徹底
を図るということでございます。」
成人式後に個別で乾杯し合えば良いのではないでしょうか。他にも、様々な
場面で新成人と関わってきた地域の人もいます。

　３点目です。この陳情の趣旨は、議会で議論することではないという委員
会での職員や議員からの反応について取り上げます。
「18支部で三者が集まって決めている話なんだから、我々が決めることない
じゃないかと、だからこういうものをここで議論する必要がないんじゃない
か」
「地域の主体性で決めるべき」
多くの方がこのような主張をされました。地域の主体性で決め、各地工夫を
こらした成人式になることは私も大賛成です。しかしながら、その運営につ
いて、「お酒を提供するのは、おかしいのではないか？」という意見が出て
きた際に、「地域の主体性」をたてに、自分たちが決める事ではないといっ
た態度は無責任だと考えます。

　予算の９割以上が区の予算であり、区の公な成人式であり、最終責任は板
橋区にあります。成人式で未成年者が飲酒をして、暴れてしまったとして、
例えばメディアに取り上げられた場合、「板橋区がなぜ、お酒を提供してい
たのか」も問われるでしょう。同じく、未成年者が飲酒する可能性がある成
人式の運営を、今回の陳情で議会も容認したと思われても仕方ないのではな
いでしょうか。どれだけ注意喚起をしたとしても、公の場で未成年者がお酒
を飲む環境を提供しているのは紛れもない事実です。　

　最後になりますが、成人式の参加者は1/4が未成年。それを分かってい
て、未成年者がお酒を飲める様な環境を区が率先してつくる必要はあるの
か。さらに、税金をお酒の提供に使う必要があるのか。個人的な関係であれ
ば、数ヶ月くらいいいか、と思う方もいらっしゃるかも知れません。しか



し、区の公式な場面では違うのではないでしょうか。他区ではお酒の提供を
している区はありませんし、最近提供をやめた区では、未成年者がいるとい
う理由で提供を控えたことも事実としてあります。「青健や自治会町会の自
主性に任せている」という責任感のなさ、当事者意識のなさも区の問題点で
す。
　私はトラブルがおこった際に、公の立場の議員として、責任を追いきれな
いという当事者意識から、成人式における祝い酒の廃止を求める陳情に賛
成、委員会決定に反対し討論を終わります。


